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1　はじ、めに

層国立国会図書館は，ナーストラリア国立

図書館からの要請に応じて，昭和40年3．月

から司書を各々2～3年の期間で派遣し続

け，現在7人目の司書が旧館で日本語資料

の選書・整理・レファレンス等の業務を行

なっている。前任司書は帰国後，「国立国

会図書館月報」「びぷろす」等に寄稿して

旧館の概要，同国図書館事情等を広く知ら

しめ，これらにオーストラリア国立大学図

書館へ派遣された司書の報告を加えれば，

その回すでに十指に余る（1）8いずれも，同

国図書館事情を知るうえで，きわめて重要

な資料で，オーストラリア国立図書館なら

びに同国図書館事情は，これらの報告につ

くされるとい6てよい。

　私は昭和50年9月から52年10月まで国立

図書館に派遣され早いたが，旧館での業務

について報告することは，屋上屋を重ねる

趣きがあり，内心三三たるを覚えるが，求

められるまま，旧館での日：本語資料を使っ

てのレファレンス・ワークについて記すこ

ととした。・

IIオーストラリア国立図書館：

　　オリエンタリア
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1．職 員

　　i“　1）エンタ1｝ア（正式にはOriental　Stu－

dy　Room）は，オーストラリア薗立図書

館のサービス部門を構成する三つの函書

部，．すなわち，科学技術図書部（ANSTE

・L：Australian　・　National　Scientific　and

Technical　Library），社会科学図書部（A

NsoL：Australian　National　social　sci－

ences　Library），人文科学図書部（ANH
　　　　　　　　　　　　　　ヒ
UL：Australian　National　Humanities

Library）．のうちの，人文科学図書部に属

する一セクションである。

　職員は多少の動きはあったものの，全部

で10名内外。うち，日本語資料をあつかう・

職員V＊、　5名，残りは中国語・朝鮮語・タイ

内語の各資料をあつからてvlた。5名のうち

一司書はキャンベラの国立大学目本語科卒業

の若い女性と私の2名で，これが資料の選

書・整理・レファ．レンスにあたり，残る3．

名のうち2名は司書補助員で発注・受入業

務を行ない，・残る1名はカード作製のため

の日中平語のタイピストであった。毎月の

’購入図書冊数は平均約350冊，未整理滞貨

図書約20，　OOO冊をかかえ，人員は当然なが

ら不足で，できれば上級の日本人司書．と司

書補助員計2名は必要であろう’と思われ・

た。

2．収集：方針

　1956年5月，同じキャンベラ市内にある

・オース、トラリア国立大学との間に重複購入

、をさけ，収集分野を明磁こし，かつ予算を

有効につかうため，収書分担に関する協定

がむすぼれた。これによれば，

　国立図書館くオリiンタリア）

　　三曲（明治以降）’社会科学　美術

　　軍事考古学＊人類学＊　地理＊　地

　　方史＊逐准刊行物　新聞　書誌一

　　般参考書

　国立大学図書館（Oriental　Studies　Li－

　　brary）

　　歴史（明治以前）　古典　哲学　宗教

　　考古学＊　人類学＊　伝記』系譜地理＊

　　地方史＊　言語学　文学　一般叢書

　　書誌一般参考書
　　　（＊は，そのつど協議のうえ購入）　　a

　という基本的収集方針が確定された。昌

　以来14年間，こり二つの図書館はこの方

針を墨守，時にはその予算の制限のため，

国立大学図書館の依頼に応じてオリiンタ，

Vアがr国訳一切経三和漢撰述部』を購入

したこともあらたが，大体の線は守られて

きた。

　加えて，オーストラリア関係図書があ

る。二本で出版されるこの方面の図書数

は，その関心の低さのあらわれか，寂蓼蓼：

たるもので，本格的な研究書は数えるほど’

しかない。しかし近年，旅行記・滞在詞を

中心としてふえる傾向は見受けられる。当

館が日本関係欧文資料を収集しているよう・

に，同図書館もオーストラリア関係図書・

逐次刊行物記事を積極的に集めている。オ

リェンタリアにおけるこの資料群は，オー

ストラリアーナ・コレクションとして，書

庫の一一隅に別置してあり，その数は明治以

降，100冊位のものであろうか。

　この収集方針にしたがって選書し発注す

・るわけであるが，果して，’一定の水準に達

している図書・逐次刊行物の四割を実際に．

入手し得たか。

　r選定図書目録　1975年版』（日本図書館’

協会刊）の社会科学分野にぽ，ユ，541タそ

トルを収録している。収集対象外め翻訳書

140タイトルを除いた1，401タイト7？が，．
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一一）・

桙ﾌ選に入ったタイ、トルということにな

る。このうちオリエンタリアが収集しえた

タイトルは330，そのカバー率は23．5％と

なる。

　逐次刊行物については，『出版年鑑i1977

年版』の，同じように社会科学分野に収録

されているタイトル数640（ただし，市販，

されていない官庁刊行物・学術雑誌・紀要

の類は含まれていない）のうち，わずかに

110タイトルしか保有していない。そのカ

バご率は17．2％である（2）。

　この数字は，日本語資料収集の国家的責

任を：果すべき国享図書館のものとしては，

決して満足すべきもめとはいえなし〉。今後

’の発展が望まれる孝ころである。

’3．　蔵書の構成と特徴

　如上の方針に沿って収集された日本語資

料は，1977年6月末日現在，図書67，055冊

逐次刊行物（年刊を含む）3，267タイトル，

マイクロフィルみ5，5231，一ルとならてい

る。このコレクションはオーストラリア国

内では無論，南半球でも最大のもめで，こ

れを海外で最も大ぎな日本語コシクション

を有するアメリカの統計（3）と比較しても，

それぼど遜色はない。，しかも，アメリカの

多くの図書館での日本語資料収集開始時期

が戦前にさかのぼるのに減して，このコ，レ

クションの収集が開始されたのは，1950年

代⑱初め，換言すれぽ僅々25～6年の蓄積’

である。海外における日本語コレクショ』ン

としては，いかにも急速な発展であり，こ

の事実は同国の日本に対するなみなみなら

ぬ関心のあちわれといってよい。

　いうまでもなく，収書という図書館にと

っては根源的な仕事1‡，場あたりの方針と

きまぐれな精神においてなされるべきでは

なく，’反対犀持続的で確立された意志の作

業であるべきで，それを組織と予算が裏打

ちするのでなければならない。同感の場合

は，きわめてめぐまれたケースというべき

であろう。「

　前述の方針と日本人司書達の選書眼によ

って構築さ乳た蔵書は，14年後の現在どめ

ような構成となっているか。

　まず，強い分野としては，美術・現代史・

（明治以降）・書誌（蔵書目録を含む）・伝記

・統計・政治・経済・社会・外交・辞（事）

，典類・年鑑類・政府刊行物。　　　　　1

　普通の分野は，建築学・地理・法学・教

育・明治以前の歴史・軍事・逐次刊行物・

新聞。

　弱い分野には，哲学・人類学・宗教・科

学技術一般・農学・演劇・語学・文学・個

人全集がある。

　他にも異なった性格の資料群がある。こ

れらは，約2，000冊の伝記書，神道・古代

史・軍事・教育勅語を中心とする元陸軍中「

将榊原昇造氏の旧蔵書2，500冊，更にロン

ドンのK．ポール社から購入した約1，500冊

の雑書，さらには日本の外交文書から対牙

一丁目ラリア関係の文書をひき出したマイ

クロフィルム，約500冊の社史などであ

る。

　加えて特筆すべきは，1953年‡2月に当国

立国会図書館とのあいだにむす疲れた出府

刊行物交換についてのとりきめに基いて，

当館から定期的に送付されている日本の官

庁刊行物である。この資料群は，今では全

・く貴重なゴレクションに成長している。こ

のなかには当館刊行の書誌類も含まれてい

て，全体にその利用者も多い（4）。．

　以上，オリエンタ1）アの砂書構成の概要’

を述べたが，さらにその特徴は何か。もと

より白面とすべき本は，管見には入らなか
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つた。蘇書の特徴は，その質φ高さであ

る。司書は書物の価値判断をいそいではな

らぬヒとは理解されるところだが，自らあ

る種の判断はつくところ，その質の高さ・は’

日本の大学図書館クラス以上であろうと思

われる。’．

　翻訳書はそれがオーストラリア人の著作．

でない限り購入しないし，通俗書・一一一meむ

けの解説書も購入しない。入門書もそれが

書誌的情報を含まなければ購入しない。し

たがって，残っtgものは学術書・専P5書・

史（資）料集以外ないわけで，その結果感い

き恥い質の高いものぽかりとなる。逆に言

えば，それら以外にも購入したくとも予算

の制限からできないというめが実情で．あ

る。事実その質の高さは，たまたま日本か一

ちみえた研究者も驚く程であり，逆にま

た，余暇の一興にと来館する在キャンベラ

の日本人家庭の奥様方のなげきともなるわ

けである。．一

　レファ、レンス回答に最も必要な書誌・蔵，

書目録’事卑の類の所謂参考図書群も・充

－愛していた。ただ，各種業界の年鑑類は貧

弱であったように思う。

4．力indドと公開目録

　目録法は，英米目録規則を採用し，また

一昨年から記述にはISBDMを使って，
パ’ 塔NチュエLションを入れた形のものと

なった。件名にはLCの件名標目豪を適宜‘

改めて使い，分類には，Harvard－Yenching

Instituteの分類表，著者記号には四角号

礪をそれぞれ用いてい＃。この分類表は戦

前にできたもク）で，．，とても現代の学問の発

達にあわず，かなりめ添加・展開を余儀な

くきれた。

、LCカードについても付言せねばなら

　　　　　　ぐ

ぬ。周知のようにLCは日本語資料を東京

事務所を通して積極的に収集し，閉そう美

くしいカードを作製・頒布している。こ、め

カードをオリエ．ンタリアでは一括購入し，

そのなかから受入図書に対応するカードを，

さがしてきては分類・著者記号その他を打，

ち込んで複製している。この方法は，オリ

ジナルにカードを作る手間と時間を省く意

味でまζとに有効な方法で，どれほど効率

的な整理ができたかわからない。

　こうしてできあがったカードは，．目録に

くりこまれ，－各大学図書館にも送付される

ことになる。オリエンタリアの公開目録は，

以下のとお、りである。

　「著者・書名目録」

　「件名目録」（中国語資料と混排）

　「オリエンタル図書総合目録」

　「逐次刊行物目enj’

　このうち，「オリエンタ2Y図書総合目録」

ぽ，1956年に発足し，20余年をへた現在参

加館i7館・カード枚数145・000枚，オーろ．

トラリアならびに＝・SL一㌢マランドにおけ

る日本語・中国語・朝鮮語の図書所蔵館を

知る唯一の総合目録である。参加館は両国

に豹ける東洋語の所蔵館を網らしていると

いってよい。煩をいとわず旧名をあげてみ

れば，

オーストラリア国立図書館・同姓立

　大学図書館・キャンベラ教育大学図

　書館・連邦科学技術研究機構図書館

　グリフィス大学図書館・マッセイ大

　学図書館・マードック大学図書館・・

　メルボルン大学図書館・クィーンズ

　ランド大学図書館・シドニー大学図

　書館・西オーストラリア大学図書館

　（以上オーストラリア）．eオークラン

　ド大学図書館・ヴィクトリア大学ウ

　エリントン図書館（以上ニュージー
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　ラシド）、

　各館から送付されてくるカードのチェッ

クも仕事のひとつであったが，カードの記

述は斉館区々で，噛書誌調整ぽ十分には行な

われてはいない。この総合目録をマイク．ロ

フィルムで刊行頒布する計画が昨年から実

施に移され，やがて刊行されるだろうご

　逐次刊行物の目録には，rオーストラリ

ドア国立図書館所蔵日本語逐次刊行物目録』

がある。・この目録は1974年12月末現在所蔵

タイトル約2，800を収め，A4判，、189ペ

ージ，1977年10，月に刊行された。

　前述の図書の総合目録とならんで，逐次

刊行物の総合目録も“ C3，300タイトルを保・

持し・そのマイクロ化も1975年に計画さ
　　　　　　　　ノ
れ，すでに22の参加館を得，tt今度ぽ徹底し

た書誌調整のもとに刊行されようとしてい

る。この二つの総合目録刊行めあかつぎに

は，利用者は無論各図書館の受ける便益は

計り知れず，中央館としてのオリエンタリ

アの果す役割はますます重要なもあとなる

ことは必定である。1

・5．オリエンタリアの現状

　オリエンタリアの他言語め資料は，．中国

語は日本語資料より多く図書93，882冊・逐

深刊行物1，989タイトル・マイクロフィル

ム5，228・リール，’朝鮮語はそれぞれ，9，467

冊．●542タイトルである。全体で17万冊以

上の図書，5，800タイトルの逐次刊行物，’

11，000リールのマイクvフィルムを所蔵す

る図書室である。その言語の特殊性ゐゆえ，

に，ここの資料は一般の英・仏・独・露の

資料の流れ・分類法・目録・書庫とからは

完全に別個のちのとなっていて，いわば函’

書館のなかに図書館があり，またそのなか

で言語別の独立した体系があるとい5三重

のいれ子型をなしている。そのうえ各言語

ごとにそれぞれを母国語とする職員がい

て，管理運営はなみたいていではない。そ

の経営の全きを得たのは，主任の王氏の細

心にして篤実な性格によるところが多い。

H亙オinストラリア全体における

　　日本語ゴレクション’

1．蔵書の統計

　1977年8月，国立図書館は，オーストラ

リア国内の主要な大学・公共・専門図書館

セと質問状を送うて各館における東アジア資

料の書誌調整について調査した。その結果

は，同年9月才：7スドラリア国立大学図書

館で開かれた「東アジア贈館セミナ＿」

で発表されたが，伺時に，各館の東アジア

言語資料の所蔵状況を兜らしめた。こ．れを

改変して日本藷資料のみについて掲げたり

』が麹であQ・噛し，七瀬料を少な
くとも3，000～4，000冊を所蔵するといわれ

るモナシュ大学，西オーストラリア大学の

両図書館からは回答を得ず，この表に含ま’

れていない。

　この表から日本語資料についていえるご

とは，

　①資料収集開始時期が60・70年代に集中

していること’。

　②国立図書館と国立大学図書館の所蔵冊

数がとびぬけて多炉ζと。就中，国立図書

館の所蔵冊数が抜群で，全国で所蔵されて

いる日本語図書の51％を所蔵t，さらに，

国立大学ρ所蔵分を含めれば凱77％は2館

Fによって占められていること。

　③逐次刊行物に疑いてこの傾向はなお顕

著であり，国立図書館1館で75％，国立大

，学を加えれば，83％がこの2館に集中して

一27一



表1　オーストラリアにおける日本語資料

図書館名

オーストラリア国立大学

キャンベラ教育大学

連邦科学技術研究機構

グリフ’イス’大学

ラ・ト只一ブ大学・

，マ■一一ドック大学

国立図書餌

特　許庁
’7R　一一ス市立

ヴィクトリア州立

ろイバ『一ン工科大学

アデレード大学

メルボルン大学

ニュー Lャッスル大学

二za・一サウス・ウェルズ大学法律

ク，イーγズランド大学

シドニー大学

収集開始
時　　期

1950s

1970

1930幽

1974　’　s

1965

1974

ユ950s

ユ966

1975

1972

1975

1962　1

1976

1970

1966

1968

図書（冊）

33，　OOO

　250

　600
3，　Oooa

　　38

　300
67，　055．

　　88

　，550

1，　200　・

1，　012

5，　564

　750
　ユ45’

．8，　oooc

10，　729

逐次刊行物
（タイトル）

　375

　60
　35

　　5

3，　267

　16

　　4

　　3

　30
　101

　10

　340

　112

マイクP．

フhルムa
（り一ル）

6，　050b

　674

10，　751

　500

　227

　　2

　467

合 計
130，17sl　1　4，3ss　1　lgl－671

a中国語，，日本語との二合計

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1977年6月30日現在）

bマイクロフッシュも含む　cマイクロフィルムも含む　　　　　　　、

いること。

　④マイクロフーイルムも，57％を国立図書

館が，国立大学図書館所蔵分をいれると，

89％となること。

　⑤この結果，同国における日本語資料の

83％強は首都キャ．ンベラに偏在しているこ

とになること。

2．大学図書館の臼本語資料

．この質問状は純粋に書誌調整にかんする
もので，・『 ﾉしむらくは，購入予算・収集分

野1・職員数（司書の母国語までを含あての）

などの周辺的（実ぽこれが大事なのだカ｝）項

目まで含んだ総合調査ではなく，収集分野
　　　　　　　こ

については，触れる乏ころはない。

　しかしながら，たとえば，オーストラリ

ア国立大学図書館の収集分野は，人文科学

であることは飾述のとおりであし，その他，

の主な大学図書館についても，，金中利和氏

と高橋弘氏の報告（5～の如く，日本語・女学

日本史・文化史を主とする分野に；そう変

化はないであろ5・ただ・こ噸誰こ肺

らわれてはいないが，ヴィクトリア州のモ

ナシュ大学では，日本語および日本文学に

『加えて社会科学の分野の図書を収集してい

ると聞くが，その現況はさだかでない。，

　いずれにせタ・ζれらの大学図書館の日

本語酬嫉際に訪問してみると一翼

っても私が訪ねたのは，国立大学・キャン
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ベラ教育大学・シドニー大学・メルボルン

大学・オークランド大学（ニュージーラン

ド）op　5大学にすぎぬが，国立大学図書館

を除けばそのコレクションは，正直のとこ

ろまずお寒い限りでSt司書（たいていは中

国人が日本語資料もあつかっている）の抱

いている不満を聞かされる。ある図書館で

は，年間の購入予算が45万円程で，とても

満足な収集は思いもよらず，時折日本の文

化交流基金から寄贈される図書が実に貴重＝’

だというので，市内にいくつもある日本商

社に呼びかけてみたらと勧めたら，一度や

って何の音沙汰もなかったという話であっ

た。大学図書館の場合，国立大学を除け．

ぽ，人もいない金もないで，今後よほどの

ことがなければ，急速な発展は期待できそ

うにない。

　このような大学図書館の現状は，その心

証顧客たる日本研究者には，どのように受

けとめられているのであろうか。アデレー

ド大学めS．S．，ラージ氏は，国立大学と国

立図書館の資料は評価するものの，’その他

の大学のそれについては全く悲観的で，、結

局のところキャンベラに行くほかはなく，

行ってみてもすべての研究者の探求心を満

足させてはくれないので，研究を完成させ

るにはどうしても日本へ行くしかな炉とい

う鰍ρことを趣ている（6）Pl・羅ら・く

事実であろう。

3．　日本研究者たち

　さて，その日本研究者であるが，’たとえ

ば，ユ963年当時のオ一一　kトラ1，7国立大学

の日本研究者については，中田吉信氏の紹

介があり，さらに3年おいて金中利和氏は

主要な大学の日本研究者について報告して

いる（7）。さらに，その後10年をへた現在の

日本研究者については，ふたたび前記のラ

，一 W氏の報告がある。

　この報告は，・主要な五つの大学とその他

の大学に籍をおく26人の日本研究者とその

研究分野を紹介し，1976年に設立された豪

日基金を通しての政府からの財政的媛助，

・図書館資料，さらには1976年に創設された

「オーストラリア、・アジア研究協会」め活動

にふれ，日本研究の将来のみとおしで終わ

るもので，図書館資料の項での国立図書館

と国立大学図書館の数字のとりちがえを除

けば，現在の同国の日本研究の現況を知る

うえで，好個の論文といえ．よう。

　、、紹介された26人のほかにも日本研究者と

まではいかずとも，日本語教師クラスの教

授陣，さらに，修士・博士課程に学ぶ学

生，学部の学生まで含めれば，その数はず

い分と多くなる。・ちなみに1970年11月の調

査（8）では，同国での日本語教育機関は56，

教師数106，学生数2，745名（この数字は高

校・大学・成人学校等を合わせたもの）で’

あったが，’7年後の1977年には，学生数は

中学・高校レベルで5，000名，大学成人学

校レベルで4，000人と3倍にふえている（9）。

これらの学生は，日本研究者の予備軍とも・

いうべき存在で，事実，国立その他の大学

から，たとえば日本の政治や政党・近代文

学・近代教育史などの有能な若手の研究者

が育っている。

　その蔭かにも∴日本研究者とはいえぬま

でも，’特定の分野で日本ゐ研究動向や統計

を調臆する調査マンが，各省庁・政府機関

　r研究所・病院・会社にいるし，目本観光

、旅行の際買ワできた錦絵の図柄の故事来歴

を知りたがる類めにわか発心のジャパノロ

ジストにいた6ては，浜の真砂というべ

く，その潜在性はおそるべきものがある。

　しかしながら，すでに専門分野を持つ目
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本研究者についていえば，言語のハンディ

キャップはなお克服し得ても，外在的ハン

ディキャップ一一研究資料の偏在・情報不

足・資金不足・大学所在地間の長すぎる距

離（東端のシドニーから西端のパースまで｝

特急列車で3泊4日，ジェットで6時間）

一になやまされ，キャンベ・うに住むラッ・

キーな日本研究者を除けば，かなりの孤立

感・疎外感を持っているといえよう。

IV・オリエンタリアにおける

　　　レファレンス．・ワーク

量の点からしても，全国民に奉仕する国立

図書館の立場からしても，こと日本にかん

する情報についての最終的責任を担ってい

るといっても過言でぽない。・

　したがって，日常受理するレファレンス

は，’予想されるよりははるかに多く，内容

も多岐にわたっている。以下に十三でのレ

ファレンスについて述べる。ただし，お断

わりしておかねばならないが，以下に記す

ことは，すべて直接私が受理したレファレ

ンスについてのみの記述であり，他の司書

の分も加えれば少しはふえるが，その大体

において変化はない。・

　オース’トラリアにおける日本語資料の現

状が如上Qものである以上はジキャγベラ

の二つの国立機関が所蔵する合計10万余冊

の図書，3，600タイト々の逐次刊行物，
16，000リ，一ルのマイ’ Nロフィルムが，いか

．に重要なものであるゆを理解していただけ

たと思うσ好むと好まざるとにかがわらず，

この二つの機関は，事実上同国内における

日本研究の最終的なよりどころとなってい・

る。就中，心立図書館ぽ，その蔵書の質・

　　　　　　　　　tt　　　表2

1．　レファレンス依頼者

　　下に掲げるのは，依頼者』種類別の受理

’件数表である。

　　ただしこの依頼者の分類は便宜的なもの

　で来館した閲覧者からのヒファレン／’6”

　も，その所属機関がはっきりしている場合

　には，強直の方に分類した6したがって吟

　こにいう個人とは，．その所属の明確でない

　閲覧者をいう。

レファレンス受理件数

　　　　　レファレ
　　　　　ンス内容
依頼者

三
人
閑
．
貝
，
所

鴎
機
覧
一
三

三
選
篇

両
個
政
館
会
病

所蔵（機
関）調査

174

39

29

10

　4

　7

文献調査

42
2ケ

’31

2
　5’

書誌的
事項調査

32

P
7
1
9

事実調査

2
2
6
6
5

　
1
↓
9
臼

その他

6
4
5
1
占

1

計

250

95

90

42

15

　7

、4 計 263　1　io7　i ，2　1 ，i　1 26卜499

日本大使館
1，s　1’

6 1
，g　1 sl　i66

合 計 3gsl　d3． s3　1， 70　1 31　1　66s．
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　件数の多かった順に書けば，大学（図書

館），日本大使館，個人，政府（州政府を

含む），国立図書館職員，会社・マスユミ，

研究所・病院である。

　大学図書館ならびに教員・学生からのレ

ファレンスがその50％をしめるのは，先に

記した資料の偏在の事庸から，当然であろ’

う。個人のなかにも，大学の項へ入れるべ’

き人も多いと思われる。’

　ではそのうちわけはどうだろうか。

・〈大学図書館〉（多い順）

　オーストラリア国立・クィーンズラン

　ド・モナシ三・シドニー・ブリシダー

　　　　　　ヒ　ス・二．ユーイングランド・西オースト

　ラリア・マードック。メルボルン・グ

　リィフィス・ラト『一ブ・ヴィクトリ』

　ア州立・ニユ「サウスウェルズ州立・

　タスマニア州立．・アデレード・キャン

　ベラ教育（以上16校2h　一ストラリア）

　・オークランド・ワイカト・カンタベ

　リィ　（以上3校二rユージーラシド）・

　パプアニユーギニ」　　　1

　大学からの場合は，直接教授陣．・学生か

ら来る場合もあるが，FF多くは後述のよう匠

その図書館を経由してテレックスでゐ依頼

で，その場合，言伝頼者は不明である。．い

ずれにせよその依頼内容からみて，その大

学の日木研究者または大学院クラスの学生

であるごとはまちがいない。

　また国立大学かちの場合には，純粋に同’

大学内ヵ・らの依頼によるものと，いったん

同大学で受理した他大学・機関からのもの

を臣下で回答できずにまわしてくるものと

の，二種類あった。

〈政府機関〉

　農業経済庁・連邦科学技術研究機構・．

　大蔵省・外務省・高運府・議会図書館

　・北部地域省・厚生省・最高裁判所・

　中小企業庁・ag一一次産業省・産業援助

　委員会・西オーストラリア州政府

　この場合の依頼者は，図書館からのもの

は少なく，調査員あるいは業務担当者が直

擁来館し，特牢分野のしかもこまかい統計

数字等を求められることが多かった。

〈会社・マスコミ等〉

　’　ANSETT　．　Eastern　Nitrogen　Ltd．　．

　Alcan　Australia　Ltd．・QUANTAS　・

　Information　Electronics　Ltd．・特許

　会社・「ヘミスフェア」誌編集部・キ

　ャンペラタイムス社・オーストラリア

　放送委員会

　この依頼者の場合は，特定分野について

の所謂文献調査が多く，探た，日本語は全

く読めない場合が多いので，少量ならば本

来はしないことになっている翻訳サービス

も余儀なくさせられた。

〈在キャンベラ日本大使館〉

　日本大使館に＄日本語の資料はないでは

ないが；オーストラリア人向けの英文資料

が多い牽め，事実調査・文献調査・ならび’

に資料の館外貸出の要請をうけた。殊に，

前記オーストテリナーナは，館員のみなら

ず，家族にも好評であp，華道・・料理・小

説とならんでよく利用された。表2で，大

使館からの調査依頼が多いのはそのためで

ある。

＜病院・研究所等＞
　　　　　　　　　　　　ttt
　クイーンエリザベス病院・セントジョーー

ジ病院・パースメディカルせンター・主立

小児科病院・BHP中央研究所・ヴィクト

リア州立農場・国立生物研究所

く国立図書館職員〉

　オリェゾタリアの向僚・二般参考課員・

　収書誌・写真課員・他
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一は，’直接オリェシダリァに来るめではな

　乞　噛レファレセスめ経路．　　’、　　　』．’．〈・’受信所で1受理ののち・丁館外貸出及び

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『所在調査課」（Loans，and　Location　Sec．．

　　レフ宛玉台蹴，1噸・嬉・電話t’ti・・〉に鮒さ2・・’・そこで勲の一般酬’

と当館で受理す盛合と全く変初口が　を議のうえ・’卸エンタ．リアにまわされ・

6tg．電話によるレアァレンス砥，たしか■る・勅とも上例暢合は・オ1，干ン列

ではないが，瓢そ5・三位であったろう　ブ嚇求記号飢って・・るめで・寧接オリ’

』か6オー入トラリア英語になれない着任当　　・エンタリアに回付された。

時は，醤の言って幡ζとカ・聞き．とれ　3御のレフ・レン面的はt・この項の、

ず漆うψ，緯ても、らってやり≧蜘の・・O・かに「臓（機関！調査」（L・・4t’・n）ゆ

意味を理解し＃場合もあった。　　　　　tt　”「穫写依頼」（Xe・・x）があって・なかには

　珍らしかったゐは1；テレックスによるレ　．　PLEASEのt語を加えるのを常と』した館’

’フ・アレンズであった。　　　　　’．．．　　．　もあった。さすがに，BIBLIOGRAPH：Y

　下に一例をあげる。　　　　∫　　’』　　．P】｝EASEというの詮なく，‘そQ場合はこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちらの手数を察してか，実に丁寧な手紙を’

uBAUST　AA62t。浮一1 [’tt．・．、もらうのカ・通例であっko・　’

　り踊lyQ』DAA40315．　tt　l一　　．ヒのテV。クスによるレフ・四スlt，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・大学図書館と国立図書館とを結ぶもので，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なお感・〔〉させられたことは，　レフアレン

　　上記⑱例を説明すれば，以下のとおり，　．1・ツースがきちんと書かれていたことで

　　ユ行目：オーストラリア国立図書館のテ・　あった6律述するがたとえば化学の雑誌諦．・

・レックス番号（あそ名）　　　　．　　　　　’文の場合ならばCHEMI・AB：・（ケミカノレ

　　・2行目』：俵頼者クイvンズランド大学図・，　・アブ入ト・ラクト）の何号何ペーシ1とあっ

‘「翻（upi・…i・y・’・f’・Q…n・1・hd）Ofレ，、て・二二ルカミ棚の場合（・一マ字破

．ノ橘号（発酵）　＿tt　．記された躰謙躰三訂の人がタイナ
　「・3行目’：左，：クィ旨ン1ズラγド大学のフ　　するのはかなりやっかいらしくドしぼし球

アブ・レ・ナ．ン・私峡吻レンス目、．’ミ三二ヴに胡ゆかる）な・ど汰そう

．的（こ肉合騰順出面rみ）・右，’依　助かる・断スカ如いてない三三でも簡潔

・瀬の賄。　’ttt■’、　i／．に’R亘GRET　UNA耳LE．T・VER・FY．
　　4，5，6．行一目：資料名；需求記与，1書誌1　　など，とあってジ牟つたf行にも万感がこや、

飛騰・つこ受備求記号）．，　∴・られて・・る思・・がする・、

　　7稲・レフ地シス・ソース（この場一・さらにつけ厭るなら函臨でどヒま

．麟騨帯館1晩四目㌔灘器嶽饗薯鰭
　　・この9レ．ックメ1による即時レファレンス　「1　LISTED　SA】レ§SAHなどと毒る。ちなみ．

　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　一二．32一



に、　SALSSAHとは加除式の「オーーストラ・

リア逐次刊行物総合目録：社会科学・人文

科学編（Serials　in　Australian　Libraries：

Social　．　Sciences　and　Humanities）」のこ

とである。一語いくらと値段の決まってい

るテレックス文章のなかでさえ，相手方の

手間を少しでも省かんとする家持が読みと

ることができ，感心させられた。

3．　レファレンスの種類と内容

　それでは一体どのようなレファレンスを

受けたか。そのすってを紹介することは無

論できないがe・以下にそのT部雄輝壁

に示すにとどめる。

率は5対5で，さらに大学（図書館）からに

ついてのみいえば，－・4対6でこ娚ヒ率は逆

転し，逐次刊行物の方が多くなる。では，

大学（図書館）ぼ，どの分野についての所蔵

（機関）を問いあわせてくるか。これをまと

めたのが表3である。

表3　大学からの所蔵（機関）調査

　　依頼の分野　　　　　’

人文科学
社会科学
科学技術
総合（総記）

胤、涛％1醐朧

7
2
4
4

9
召
∩
δ

40．　2

47．　7

5．　9

5．　9

23

27

51

6・

21．　4

25．　2

47．　6

5．　6

／67巨・・％li・71…％

（1）所蔵（機関）調査

　．表2にもあるとおり，．全件数の58％はこ

’の性質のものであった。しかも，そのうち

43％は大学（図書館）からのものである。’し

かも，日本木使館からのもめが，おおむね

館員・’家族のための館外二三であることを

考えれば，大学からの問い合わせの数字は

＝さらにふえて・66％以上と思われる。

　特定の文献の所蔵の有無をたずねるこの

レブァレンスは，薗立大学からは電話で，

地方の大学からは先記のテレックスで依頼

されることが多かった。多くは研究の途次

必要となった性格のものらしく，レファレ

ンス・ソースをみると，書誌・所蔵蔵書目

録にまじってi学術研究書収載の引用論文

も多かった。

　．この種類のレファレンスの場合の図書と

逐次刊行物どのタイトル数の比較は，大き

な意味はないが，全件数398件のうち，図

書が273タイトンレ，逐次刊行物125タイト

をでおおよそ7対3の割で図書の方が多か』

つた。一日本大使館の数字を除けば，その比

　図書の場合は約半数が社会科学，逐次刊

行物の場合は約半数が科学技術の分野のも

のであることに気付く。社会科学が主たる，

守備範囲のオリエンタリアは，．図書の場

合の充足率はかなり高かったが，自然科学

の逐次刊行物についての充足率は低くかっ

た。この傾向については，すでに高橋平

氏の指摘（10）するところであるが，逐次刊

行物の使用言語の問題も含めて，L 繽qした
い。

　この種のレファレンスでは，図書の場合

まずオリエンタリアの「著者・書名目録」tt

のカードをくり，所蔵していれぼすぐに発

送すうし，未所蔵ならば「オリエγタル図

書総合三三を檎鎖して所蔵館の有無を調
べ，’ ?黷ﾎ所蔵館の請求記号を知らぜる。

　逐次刊行物の場合には，，1974年12月末ま

での所蔵分ならばr所蔵日本語逐次刊行物

目録』を，1976年以降の所蔵分はカード体

の目録を検索する6さらに国内の所蔵分に

ついては，前記のカード体の「オリエンタ「

ル逐次刊行物総合目録」を検索する。しか

しながら，各大学図書館とも文学・語学を
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中心として収集しているたφ，重複が多

く，検索してもほとんどの場合，「国内所

蔵機関ナシ」のケr冬であった。

　少なくとも日本語逐次刊行物に関するか

ぎり，冊子体の所蔵目録の刊行によりジ所

蔵調査依頼¢）レファレンスは今後減少し，

かわりに，文献複写依頼が増加するであろ

う。dの傾向は，一一一一足さ． ｫに刊行された中

国語逐次刊行物目録『漢語國立図書館三文

期刊自録』（1976100pA4）についても認

められたζとであった。

②　文献調査’

　次に多かったのは，一つの分野または主

題について，どのような資料を所蔵してい

るか，未所蔵でも日本ではどんな文獣炉出

ているかの調査依頼であ？た。この種Qレ

ファレンメは，1Q7件で大学からがやはり

最も多かった。、

　日本Q庭園Q写真をみたいという小学生

から，曼茶羅に関する文献目録の作製依頼

まで，所蔵調査をいわば点の調査であると

すれぽこの調査は面の調査の性格を持つど『

いえよう。正直の話，所蔵資料の制限はあ

ったものの，この仕事が最もおもしろかっ

た。・　　　　　　　　　t・

　以下にその一回分を紹介する。

　〈大学（図書館）から〉

　・井上毅の教育政策について。

　・9世紀における大学寮。

　’・13世紀における武士の拾頭についての

　　文献（英語文献も含む）。

　　・緊縛女子大学について。

　　・rr，ッ幽キード事件一その構造汚職の側

　　面。

　．・ロッキード事件と市民運動。

　　・明治時代の職業教育についての新聞記

　　事。

・経済史に関する書誌の所蔵状況。．

・宮沢賢二に関する所蔵文献。

・耐震構造建築に関する文献。

・パプア・ニュ．一一ギニアの経済について．

　の邦文文献。

・井上ひさしり戯曲。

・明治時代の洋風建築の写真。

・日本美術史上における空海について。

・曼茶羅に関する文献目録。

・満蒙支との近代外交史。

・大田南畝と山東論義の作品の所蔵状

　況。

ロ・ ��g保に関する文献。

・・：増鏡に関する最近の研究三献。

・その他。．

〈政府関係機関から〉

・相撲の写真。

・都市計画一特にオープン・スペース

　の使い方の例δ

・総選挙での政党別支持数とその分析。

・原子力関係法。

・その他。曰

く会社・マ入コミから〉

・瞥女をテーマとした浮世絵。

・日清戦争の錦絵。

・日本企業に事ける厚生施設と余暇の闘

　題。

・コンピュータを使っての新聞紙面作製

　ならびにイツデックス作製にかんする

　文献。

・修学旅行一そのシステムについて。

　・春信について。

　・その他。

〈個人から〉、

’・ ｢けばなについて。　　　　』　　・

　一e日本入の思惟方法について（英文文献

　　も含む）。　　’

　・日本刀の製作方法。、
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　・マッサージの方法。

　∴江戸時代の商人一もの売り一の浮

　　世絵。

　・・禅め実際一高真一6

　この種のレファレンスの特徴は，主とし、

て人文科学・社会科学の分野た関するもの

ぽかりで，記録に残るかぎり，科学技術の

分野のものは二，三の例外をのぞいて，ほ

とんどなかった。回れは，所蔵調査の半分

近くが科学技術の雑誌論文であったことを

考えると，注目すべき現象である。

（3）’

綜藷I事項調査

　この種のレフ7．レンスは，ほとんどが館

内職員を含めた図書館からのもので，たと

えば，研究社の『新英和大辞典』め改訂版

の出版年を問うものや，さらには，タイト

ルのP∴マ字表記方法もこの項に含めた。’．

したがってここには純粋た図書館技術をも

含めた数を出してある。』

（4｝事実調査　　．　　　　　　　、

　事実調査で求められたりは主どして統計

数字・団体の住所及びローマ字X’Erさら

には人名の調査で，上記の三調査とはこと

なり，政府機関からめ問いあおせが最も多．

’S26件に達した。その一例を示せば次’a）如

くである。

　・南太乎洋における日本漁船のマグロ漁

　　獲i量とその種類：。

　・最近の大都市における消費者物価指

　　数。　　　　　　・　　　　　　，

　’■太平洋戦争中における肉牛屠殺数とそ

　　の消費量。’

　・ワインの年間生産量。

　・砂糖・ブドウ糖・サッカリンの年間生’

　　産最。

　，…最近10年間の和歌山県の人ii統計。

　・産業構造審議会のメンバー。』

　・その他。

（5）その他のレファレンス

　その言語の特殊性Q故に，オリエンタリ

ァが日本に関してのよろず相談案内所的性

格を］“i　fgざるを得な．L・のは当然でジ思いも

よらぬことをたずねられることもあbた。

　その代表は，美術・骨董品の鑑定であっ

た。．もちこまれた品物は，日本刀四振・旧

日本軍軍標5枚・天保通宝2枚・浮世絵

（含錦絵）13枚・薩摩焼のりぼ1個・産地不

明の大つぼ写真1枚・浴衣（文字が染めて

ある）一枚・落款拡大写真1枚などであら

た。この場合求められるのほ，それらの晶

々についての情報という1よりもむしろ現在

の市場価格で，’これについでは不明の点が

多く．　｝依頼者に満足を与ええたか疑問であ

る。

　この種のレファレンスのうちで最も困惑

させられたものを紹介する、1902，4年頃英「

国のビジネスマンを下宿させていた東京ゐ

鈴木という寺院住職の本名と寺院名，とい

う個人からのもの。幸い国立大学図書館に

大正8年忌のr現代僧名辞典』’ ｪあり，6
名の鈴木氏をみい出したがとてもビジネス

マンを下宿させているとの情報までは記載．

しておらず，万止むを得ず，都立中央図書

館の東京室を紹介した次第であった。

V　レファレンスi雑感，

　以上長々と，レファレンズ，ワ・一　）の場

としてのオリエンタリアとそこで行なわれ

たレファレンス・ワークの実際を述べてき

たのであるが，三三こその傾向1周題点を

回想をまじえながらまとめてみる。・
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1．司書の問題

　オごストラリア国内で日本語資料を扱う

司書で日本人は，国立図書館と国立大学図

書館に各々一人ずついるだけ，．さらに大学『

で日本語を学び司書の資格をとったオーメ

トラリア人が，やはり同機関に一人ずつい

るだけである。他の大学函書館はずべて中

国人司書が中国語とともに日本語資料も扱

っている現状である（昨年7月まで，メルボ

ルン大学には日本人司書がおられたが，帰

国された）。．

　整理業務はしばらく措くとしても，レフ

ァレンス業務一所蔵調査ならぽ小ざ知ら

ず多岐にわたる高度に専門化されたレ7ア

レγスーを，処理することは，日本語を

母国語としない人，あるいは日本人でも適

当な訓練：を受けていない人にとρては，そ

の個人的能力は別問題として，かなりの負

担となる。　　　　　・／、　『　・・「

　そこで必要となるのは中国・朝鮮語も含

めた所謂オリエンタル・ライブラリアンの

、霊威であるがp・現在のとζろ，これを養成

する機関は同国にはない。早い話，その必

要がないといってしまえば1そのとおりで

あるにせよ，それでは人間は育たない。、当．

，館から招かれてV＞る代々の司書は，図書館

の実務を遂行するのが本務であって，個人

・的に相談や質問を受けることはあっても，

残念ながら，レファンyス技術を教える権

狼もないしその立場にもいない。

　この数年来の財政困難は，この国の日本

研究にも大きな影響を与えfg。もはやかつ

ての、「酒とバラの日々」は終わり（11），大学

図書館のこの方面の予算が劇的にふえるζ

、とは，夢物語であろう。専任の日iis人司書

を招聴することなど，できそうになV・。

　とすれぽ，現在いる司書を育成するほか

はない。有資格司書の場合，その整理技術・

については習熟しているので問題はない

が，レファレンス・ワニクは未だしの感カミ

あるので，これを補強すべきであろう。た

とえば，短期間であれこれらの司書のうち

一人でも当館に来さしめて，一般参考課で

実務を習わせるなどは，まことた有効な伶

丁となろう。

2．科学技術分野の逐次刊行物

　下館1こ比｛てオリエシタリアめ図書購入

費が潤沢であるとはいえ，その範囲内での

収集にぽ当然腸胃がある。守備範囲の社会

．科学の分野においてさえ，先に述べたよう

に20％内外Qカ・ミー率で決して満足できう

る状態でない。人文科学は国勢大学にまか

せるとしても，科学技術分野一型に逐次・

刊行物一の貧弱さは，ユ956年に確立され

た収書方針にはもり’こまれていなかったと

はいえ，まことに目をおおうぽかりである。，

しかし，20年前の不明を指摘すべきではな

く，逆にそれだけ当時の日本のこの分野は

評価されていなかった一というべきであろう

か。その20年が裏目に出たともいえる。

　たとえば，大学から所蔵調査依頼を受け

た科学技術の論文収録誌は51タイト々あっ

た。この5ち，未所蔵が28タイトル，所蔵

が23タイトルであっだ。所蔵していても，

大部分は，3ジ4年前から収集を開始したも

　ので，バック・ナン■“’　一．までは揃っていな

いのが現状である。．しかしながら，’揃わ卑

　までもこの科学技術分野の逐次刊行物コレ

　クションが，同国内でどれほど貴重なもの

　となりつ？あるかは論を奪たない。しか

も，この要請に対応して．、ここ数年来，科

　学技術各分野の基礎的逐次刊行物を積極的

’一一　36　一一



に収集しようとしているので，今後，各館

からの依頼にかなりの程度まで対処できる

ようになるものと思われる。

　司書の関心外のことであるが，不思議に

思われたのは，その典拠と言語の問題であ

6・つまり科学技術系研究者が，どのよう

にしてその論文の所在を知り，1．論文のコピ

’一P々入手しても果して読めるのかどうかの

周題である。

　そめソースは；学術雑誌・博士論文の引

用のものもあったが，多くは，CHEMI．

CA：L　ABSTRACTSをはじめとするアメ

リ，カの索引誌であった。帰国後の調査で

1ま，CHEMICAL　ABSTRACTS収録の
日本の科学技術逐次刊行物は，米・露・英

についで7．・5％（1973年）と第4位で（12），特

許情報にいたっては，30．7％（1975年）（13）

と一rts多く，納得がいρた次第であっtc。’

　日本研究者と異なり，これらの科学技術

研究者が日本語を理解しうる場合はきわめ

て例外的なケースである。大体どのような・

ことが書いてあるのかを教えて’ ｭれとよく

質問された。しか蔓ながら数式や専門用語

にあふれる「高度に専門的な」それらの論文

を理解することは，とてもできない相談

で，わからないという点ではこちらも同t

じ，全部英文ならずともせあて英文の論文

要旨でもらいていたらと思いながら，現物

を前にして顔を見合わせた経験が何度もあ

った。

　、欧米語使用誌，二本語・欧米語共用誌，

日本語使用誌であっても欧米語論文要旨を’

持つ雑誌を「日本語以外べの読者への接触

，可能諦」といい，科学技術全分野での29％が

これにあたるというが（14），願わくば，その

．比率を少しでも上げてもらいたいものであ

る。事実その要請は多いのである。

3・資料の限界

　先にあげた収集分野と限られた冊数を背

景としセ行なう？ファレンスには，当然g）、

ことながら限界がある。

　簡易な所蔵調査の場合でも，未所蔵とわ

かれば，他に所謂類縁機関があって即刻電

話で照会することはできない。．結局，『国立

国会図書館Q住所と請求記号を教えて，コ

ピーを入手するように勧めたり，当該機関

を教えるほかはない。

　さらに，たとえぽ地元の新聞社のCanbe・
「「a幽「

sirp・・社から依頼趣た・、「躰にお一

サ顧ンピータ鞭っての新聞緬織
とインデックス製作の現況」となると，も

うお手あげで，丁雑誌記事索引」で論文をみ

つけ出しても，結局はその論文収載誌は未，

所蔵で，こういう論文・報告が出ています

と教える段階でとまってしまう。このケー

スの場合，晦日新間社に手紙を書いて資料

を送bていただき，その要旨を翻訳して伝

えたが；鋒目，さちに英文の概要を送っ・て

下さったので本当に助かった。

　責任を回避する訳でほないが，資料に限

界があり，自分自身でも不確添の場合に、．

は，むしろ積極的に日本の諸機関を紹介

’し，．直接問い合わせるようにも勧めた。あ・

やみやな情報を提供するよりは，また，せ

6かく手間ピアをかけ七来館した依頼者を’

手ぶらで帰すよりは，まだましだと思っfe’

からである。

4．言語の壁’

　1’　TJ　Z．　ttタi！アの資料を読みこなし得る

オーストラリア人ゐ数は決して多くはない

が，国立図書館として一一ma国民に奉仕する　＼

立携上，日本語を一字も解しない一般国民’
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へのサービスも等閑に付し得ts　vl・。まし

て，否，専門家でないこれらの人々が日本

のなにものかについて知．りたいと思って手

紙をよこした．り来館するのはよくよくのこ

とであるから，この一般の人に対’、してこそ

専門家に勝るとも劣らぬサービスが必要と

なってくるのである。

　彼等の求あるところが，たとえば写真や

絵をみせてたちξころに理解してもらえる

二二のものである場合はいい。かんたんに

出てくる数回ならば救われる。

　難かしいのは，文章を読んで自ら認識し

てもらわなければならない性質のものであ

る・当方がも6ている鋤・・っ、ぺんの常謙・

’的説明を超える場合である。幸いにズノミリ

求めるとこちを記した資料は何回か出てす

でに机上にある。それまでで司書の役目は，

たしかに終わりの筈なのに，それ以降は一

個の目本人としての感喜が留るばカ・9・な

んとかし七つたない英語で，目次ぐらいま

では翻訳し得ても，とても内容万般にわた．

る翻訳の時間の余裕はない。’

　・そこで登場するのが日本関係欧文図書の

目録と一階の公開目録室にある一一一ma洋書の

，辞書体目録と分割目録である。

　　目本関係欧文図書目録としては，周知の

　ように，　“Catalogue　of　materials　on　Ja・

pan　in　Westexn　Languages　in　the，Na一’

tional　Diet　Library　formaly　in　thb　col－

lection　of　the　Ueno　Library”，“A　Clasisi－

　fied　Catalogue　of　Books　on　the　Section

　XVII．　Japap　iq　．the　Toyq　Bunko　acquired

　during　the　years　1917rv　1956”’　“Union

Catalog　of　Books，on　Japan　in　Western

：Languages”．や国際文化振興会図書室の分

’類目録，があるが，加えて昨年9月刊行さ

れたr国立国会図書館所蔵日本関係欧文図

書目録昭和23年＝50年』カ1あればどれ程

助かったか。この目録をオリエンタリァで

実際に使う機会はなかったが，有力なトゥ

ールとなることはまちがいない。しかしな

がら，・これらのトゥールのなかから適当な

タイトルをさがし得たとしても，数分のの

ち，階下の二種の公開目録中に同じカード

を発見し得るかは自ら別問題である。くわ

しく数えてみなか6たので正確な数ではな

いが，日本関係図書およそ3，000タイトル’

中に，求めるタイトルを見出すことは結構

多かった。

　日本語から英語を隔てる壁があるとすれ

ば，逆に英語から日本語を隔てる壁も当然

あり，その好例は，逐次刊行物の英語タイ

、トルである。たとえば“Japanese　Journal

of　Fertility　and　Sterilityl’とあるのをみ

てkちどζうに「日本不妊学会誌」であると

判ぜられる司書は，そう多くはないと思

．う。多い方のひとりである私は，当館刊行

のr日本科学技術運次刊行物目録1967年

版，1974年版』の野冊の恩恵をこよなくこ

うむった一人である。

5．外からみた当館の書誌類

　レファレンズ・ワークを行なう際によく

使用した当館刊行の書誌は，

　全日本出版物総目録・納本週報（全日

　本の未刊分について）・蔵書目録（帝国．

　図書館の目録を含む）・雑誌記事索引

　（人文社会・科学技術二二）・全集叢書

　細目総覧・明治期刊行図書目ee　r．日本

　科学技術逐次刊行物目録：1967，197幽

　和雑誌目録・人物文献索引

などであった。これらの書誌類は，当館の

一・L・ﾊ参考課の参考調査受付台で日常最もひ

んぱんに使われるものであって，その意味

では不思議でも何でもない。
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　しかしながら異なるのは，使う時の気持

である。これらを使う時は，．もうあとがな

いという二種の緊張感がある。背後に専門

参考各課があるべくもない。細かい主題文

献目録類がそろっている一般参考図書室が

あるはずもない。誰にたずねようにもその

相手はいない。孤立無援である。たよりに

なるのは自分だけで，しかもその自分がた’

よりないときてい6。これらの書誌類が切．

りふだである所以である。

　おそらく一上記の書誌類を使わずにすませ

た文献調査依頼などは，半分位であろうと

思う。殊にr雑誌記事索引』幽は，その累積

版が刊行されて，文献目録を作製するうえ

で，大へん役に立った。r全日本出版物総

目録』は書誌的事項を知るうえで（刊行の

遅れについて問題はあるが）有用であった。．

『全集叢書細目総覧』も索引がついてどれ’

程助かることであろう。　　，　1

　当館職員が当館刊行物をほめるのは芳し

くないが，他館の職員として勤務していた

時に体験した事実なので，お許しをいただ

きたい。ただ，ひとり当館刊行のものに限

らず，二二に，書誌の編さん刊行は，払お

れた労力と経費の割には，そめ意義と価値

どの評価がいまだに低すぎるこの国の精神

的風土を，常々快く思っていない故もあっ

て，ひとこと書いておくのである。

6．おわりに

　それにしてもレファレンス・ワークとは

一体何であろうかと，帰国してつくづく思．

う。

　求める資料にたどりつくお手伝炉をし

て，その資料があれば，それでおしまいの

はずである。未所蔵の場合でも，所蔵館を

調査し，そめ結果を告げれば，これで終わ

りのはずであるる、あるいはまた，主題文献

．目録を出レてきて，他の資料の存在を示せ

ば，そこでおしまいのはずである。要する

に司書としての仕事は「完結」する。

　しかしながら，その完結は依頼者とのつ

ながりの完了を意味しない。’ ｷ言すれば，一

『依頼者は，時として，きわめて饒舌でさえ

　　　　　　　ゴあり，なかには，資料とは全く関係はない

が彼がいかに目本通かをほめめかすに足る

話題について長々と話しこんだりする人も

いて，とうなると図書館に来ておしゃべり．

を楽しんでいるといっ噛ていい。殊に，午前

10時と午後3時のお茶の時間などに来あわ

’せると，話ははずん鳩司書と豪富者との

かきねなどすでになく，ただ二藍同士がよ

もやまの話をしているにすぎなくなる。そ

の他愛もない話のなかで，ひょいとゴ蔵書

の叛かで欠けている資料の存在を教えられ

たり，他の日本研究者の業績についての情

報を得たり，その他教えられることがまこ

とに多かった。

　無論すべてQ依頼者・閲覧者と私との関

係がそうであらたわけではないが，本来，

レファレンス・ワークとは，人と人とが資．．

料を媒介として出合い，そこで会話が始ま’

り，時には友情にさえ発展しうる可能性さ

えも秘めたすぐれて人間的な行為であると

すれば，種々の困難・恨界はありな渉ら，

否あればこそ，そういう行為が可能だった

オリエンタリアを，なつかしく思うぽかり

である。
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